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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期  22,958  2.9  1,847  5.0  1,975  10.6  1,067  12.7
23年３月期  22,301  △1.4  1,759 △17.6  1,787  △14.8  947 △20.0

（注）包括利益 24年３月期 1,152百万円（ ％） 41.0   23年３月期 817百万円 （ ％） －

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益 

自己資本
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年３月期  88.74 －  3.9  5.6  8.0
23年３月期  78.77 －  3.6  5.0  7.9

（参考）持分法投資損益 24年３月期 －百万円   23年３月期 －百万円 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

24年３月期  35,554  27,520  77.4  2,286.87
23年３月期  35,193  26,849  76.3  2,231.13

（参考）自己資本 24年３月期 27,520百万円   23年３月期 26,849百万円

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による

キャッシュ・フロー 
財務活動による

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円

24年３月期  2,231 △469  △1,921  9,751
23年３月期  1,811 △567  △2,026  9,910

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年３月期 －  15.00 － 25.00 40.00  481 50.8 1.8
24年３月期 －  15.00 － 20.00 35.00  421 39.4 1.5
25年３月期（予想） －  15.00 － 20.00 35.00   31.4

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計）  11,180  1.3  850  8.2  900  5.7  510  9.8  42.38
通期  23,300  1.5  2,270  22.9  2,350  18.9  1,340  25.5  111.35



※  注記事項 

新規   社  （社名） 、除外   社  （社名）  

  
  
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  
  
（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  
（参考）個別業績の概要 

１．平成24年３月期の個別業績（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

  

  
（２）個別財政状態 

  
 

  
  
※  監査手続の実施状況に関する表示 

  
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：  無   

－ － － －

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 無

④  修正再表示                          ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年３月期 12,500,000株 23年３月期 16,005,600株

②  期末自己株式数 24年３月期 465,870株 23年３月期 3,971,470株

③  期中平均株式数 24年３月期 12,034,130株 23年３月期 12,034,256株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期  22,588  2.9  1,804  5.9  1,930  10.2  1,054  11.0
23年３月期  21,950  △1.1  1,703 △16.2  1,752  △12.7  950 △16.4

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭

24年３月期  87.62 －

23年３月期  78.97 －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

24年３月期  35,686  27,684  77.6  2,300.54
23年３月期  35,289  27,027  76.6  2,245.94

（参考）自己資本 24年３月期 27,684百万円   23年３月期 27,027百万円

２．平成25年３月期の個別業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計）  11,050  0.6  830  5.7  880  5.9  500  9.5  41.55
通期  23,000  1.8  2,220  23.1  2,310  19.6  1,320  25.2  109.69

 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品

取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含ん

でおります。実際の業績等は様々な要因により、上記予想数値と異なる場合があります。 

 なお、上記予想については添付資料のＰ．２をご参照ください。
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(1) 経営成績に関する分析 

① 当連結会計年度の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により生産活動の停滞、個人消費の減退など厳しい

状況となりました。その後サプライチェーンの回復による生産活動の持ち直しから景気は緩やかに回復してまいり

ましたが、欧州の債務危機を背景とした円高の長期化や原油価格高騰などの影響から、景気の先行きに不透明感が

増してまいりました。 

新設住宅着工戸数は、政府による住宅投資への後押しから前半は前年同期比プラスで推移しましたが、後半はマ

イナスに転じるなど、当社グループを取り巻く環境は総じて厳しい状況となりました。 

このような環境下、当社グループは、被災地への資材の供給を最優先するとともに、水道メータや暖房部材の販

路拡大、耐震化製品などの販売促進に努めてまいりました。 

これらの結果、売上高につきましては、前期比2.9％増の229億58百万円となりました。利益につきましては、原

材料価格の上昇はありましたが、販管費の圧縮や有利子負債の削減などにより、経常利益は前期比10.6％増の19億

75百万円となりました。 

  

② セグメント別の状況 

（百万円） 

  

〔埋設事業〕 

 埋設事業におきましては、仮設住宅向け給水装置に加え、水道メータの販売増加から売上高は前期比3.3％増

の138億33百万円となりました。セグメント利益は、前期比2.1％増の40億円となりました。 

  

〔地上事業〕 

 地上事業におきましては、被災地向けの仮設住宅配管ユニットに加え、暖房部材の販売増加から売上高は前期

比2.6％増の41億73百万円となりました。セグメント利益は、主要原材料である樹脂価格の上昇により前期比

1.6％減の９億71百万円となりました。 

  

〔商品販売事業〕 

 商品販売事業におきましては、製品の販売増加から売上高は前期比1.9％増の41億13百万円となりました。セ

グメント利益は、前期比13.4％増の４億62百万円となりました。 
  

  

③ 次連結会計年度の見通し 

 今後の見通しにつきましては、住宅着工戸数の動向、原材料価格の変動要因から事業環境はかつてない厳しい

ものになると想定されます。 

 当社グループにおきましては、顧客ニーズに応じた新製品の開発を進めると共に、高水準な原材料価格にも対

応できる収益構造を構築し、製品を適正な販売価格でお客様に提供し、また、全社的な原価低減意識を持続させ

ていくことにより、収益の確保に努めてまいります。 

１．経営成績

  

売上高 

（外部顧客への売上高） 
セグメント利益 

当連結会計年度 当連結会計年度 

埋設事業  13,833  4,000

地上事業  4,173  971

商品販売事業  4,113  462

計  22,121  5,433

その他  837  204

合計  22,958  5,637
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(2) 財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末における総資産は355億54百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億60百万円増加いたしま

した。流動資産は237億60百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億89百万円増加いたしました。これは主に、

受取手形及び売掛金が１億52百万円、有価証券が４億99百万円、商品及び製品が３億65百万円増加したこと等に

よるものであります。固定資産は117億93百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億28百万円減少いたしまし

た。これは主に、有形固定資産が２億46百万円、投資有価証券が４億34百万円減少したこと等によるものであり

ます。 

 負債は80億33百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億９百万円減少いたしました。これは主に、支払手形

及び買掛金が８億46百万円、未払法人税等が１億87百万円増加いたしましたが、社債（１年内償還予定の社債を

含む）が14億40百万円減少したこと等によるものであります。 

 純資産は275億20百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億70百万円増加いたしました。これは主に、利益剰

余金が配当のため４億81百万円減少いたしましたが、当期純利益が10億67百万円であったこと等によるものであ

ります。 

② キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ１億58

百万円減少し、97億51百万円となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、前連結会計年度比４億20百万円増加の22億31百万円となりました。これは主

に、売上債権の増加が１億52百万円、たな卸資産の増加が４億32百万円、法人税等の支払額が６億46百万円あった

こと等により資金が減少いたしましたが、税金等調整前当期純利益が19億44百万円、減価償却費が６億39百万円、

仕入債務の増加が８億46百万円あったこと等により資金が増加したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果支出した資金は、前連結会計年度比98百万円減少の４億69百万円となりました。これは主に、定

期預金の純増減額が83百万円、有形固定資産の取得による支出が３億23百万円あったこと等によるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は、前連結会計年度比１億４百万円減少の19億21百万円となりました。これは社債

の償還による支出が14億40百万円、配当金の支払額が４億80百万円あったことによるものであります。 

当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。 

（注）自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※ 各指標の算出は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としております。また、営業

キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によるキャッシュ・フロー」及び

「利息の支払額」を用いております。 

  平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率（％）  74.4  73.5  76.3  77.4

時価ベースの自己資本比率（％）  57.3  42.7  39.7  41.3

債務償還年数（年）  0.7  0.7  0.8 0.0

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍）  433.1  171.3  85.3 401.6
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(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 株主の皆様への利益還元を、経営の最重要施策として位置づけ、安定した利益配分を継続して実施することを基

本方針としております。 

 当期末の配当につきましては、１株につき20円の普通配当を実施させていただく予定であります。これにより、

年間配当金につきましては、中間配当金15円とあわせまして、35円となります。 

 次期につきましては、年間配当金35円を計画しております。 

 なお、内部留保につきまして、生産性の向上や原価削減を目的とした設備やシステムへの投資、並びに将来の新

規事業展開のための投資等に配分していく予定であります。 

(4) 事業等のリスク 

① 原材料市況の動向について 

 当社グループが取扱う製品の主要な原材料である銅を含む原材料の価格は、国際的な資源需給の変動の影響を

受けます。原材料価格の変動が販売価格に適正に反映されない場合、当社グループの経営成績及び財政状態に影

響を及ぼす可能性があります。 

② 販売価格の低下について 

 当社グループが属する事業環境は厳しい状況が続いております。販売価格低下の影響はコストダウンで吸収す

べく全社的に推進しておりますが、価格動向によっては経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性がありま

す。 

③ 取引先の信用リスクについて 

 当社グループが今後販売規模を拡大していく中で、景気後退等により重要な取引先が破綻した場合には、貸倒

引当金を大幅に超える貸倒損失が発生するなど、経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

④ 金融市場の変動について 

 当社グループは必要に応じて銀行借入や社債発行により資金を調達しております。金融市場が変動した場合、

支払利息が増加し、経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

⑤ 製造物責任について 

 当社グループは、製品の開発、製造及び販売により、潜在的な製造物責任を負う可能性があります。当該責任

によっては、重大な賠償責任を負うことも考えられ、それが経営成績及び財政状況に影響を及ぼす可能性があり

ます。 

⑥ 生産の停滞、遅延等について 

 当社グループの生産拠点である工場において、自然災害、火災等の要因により、生産活動の停滞、遅延等が起

こった場合、経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

⑦ 情報処理システムについて 

 当社グループの生産、販売等にかかわる情報システムは、迅速な業務を遂行するために、ネットワークを利用

し構築されております。今後、大規模な地震や火災等の自然災害要因により、ネットワークを含めたシステムト

ラブル等が発生した場合、生産、販売業務等の停滞が考えられ、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を

及ぼす可能性があります。 

⑧ 特許紛争について 

 当社グループが研究開発を行うにあたり、定期的な特許情報の分析等による他社の研究開発動向の調査を行っ

ておりますが、特許出願後の未公開時期等タイムラグがあるため、他社の特許に係る係争・当社製品の設計変

更・新たな設備投資等が発生する可能性があり、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性が

あります。 

⑨ 仕入先の経営について 

 当社グループの仕入先に関する情報を早期収集することに努めておりますが、景気後退等により、仕入先が破

綻した場合は、生産の遅延、停滞等により販売機会の喪失等当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼ

す可能性があります。 
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［事業系統図］ 

 
  

（注）※１ 非連結子会社で持分法非適用会社 

 ※ 給水装置とは、「道路に敷設されている配水管から分かれて、各家庭に引き込まれている給水管、これに

取り付けてある分水栓、止水栓、量水器、給水栓（蛇口）などの器具」を指します。 

  

２．企業集団の状況
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(1) 会社の経営の基本方針 

 当社グループは、「QSO」（Quality, Safety & Originality）『品質は人格であり、安全は協調であり、独創は改

革である』という会社指針に基づき、より「きれいな水、安全な水、おいしい水」の供給に向けて、お客様のニーズ

を第一に考え、事業活動に取り組みます。 

 また、水道事業の一翼を担う企業として、「水道はライフラインの中心」であるという重要性を常に意識し、また

その社会的責任を果たし、地域社会の発展に貢献してまいります。 

(2) 中長期的な会社の経営戦略と目標とする経営指標 

  「売上高経常利益率10％以上確保」を重要な経営指標として位置づけ、その水準維持・向上に努めております。 

 また「ROA」（総資産純利益率）についても常に意識し、バランスの優れた事業ポートフォリオを構築することに

より、資産効率の向上を目指しております。 

(3) 会社の対処すべき課題 

今後の見通しにつきましては、住宅着工戸数の動向、原材料価格の変動要因から事業環境はかつてない厳しいもの

になると想定されます。このような環境下、当社グループの対処すべき課題は以下のとおりであります。  

１. お客様に喜ばれる新製品の開発に経営資源を投入するとともに、製品を適正な販売価格でお客様にご提供してま

いります。 

２. 原材料価格の変動による原価への影響を最小限に押えるため、生産の効率化をさらに推進し、強固な収益構造を

構築してまいります。 

３. 新規事業分野である水道メータ事業につきましては、指定製造事業者（水道メーター第一類および第二類）の指

定を受け、量産体制を構築し、また新ＪＩＳ化への対応も万全を期してまいりましたが、今後もさらなる販路の拡

大に努め、安定した収益を確保してまいります。 

４．製造、販売等にかかわる各種のリスク管理体制を構築し、グループ全体の経営効率化を図ってまいります。 

５. コンプライアンス経営の充実と内部統制システムの定着などにより、適正な企業価値の評価および向上を実現し

てまいります。 

６．ライフラインの一翼を担う企業として、東日本大震災の復興に貢献するとともに、グループを挙げて節電に取り

組んでまいります。 

   

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,104 ※2  10,028

受取手形及び売掛金 9,166 ※4  9,318

有価証券 － 499

商品及び製品 2,434 2,799

仕掛品 48 51

原材料及び貯蔵品 703 783

繰延税金資産 162 135

その他 170 160

貸倒引当金 △18 △17

流動資産合計 22,770 23,760

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,964 7,941

減価償却累計額 △5,041 △5,203

建物及び構築物（純額） 2,922 2,737

機械装置及び運搬具 7,680 7,780

減価償却累計額 △6,651 △6,806

機械装置及び運搬具（純額） 1,028 974

土地 5,030 5,030

建設仮勘定 3 2

その他 2,780 2,835

減価償却累計額 △2,617 △2,678

その他（純額） 162 157

有形固定資産合計 9,147 8,901

無形固定資産 71 62

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1  2,066 ※1  1,631

長期貸付金 17 15

保険積立金 980 1,028

繰延税金資産 2 3

その他 202 201

貸倒引当金 △66 △49

投資その他の資産合計 3,203 2,830

固定資産合計 12,422 11,793

資産合計 35,193 35,554
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,025 ※4  5,872

1年内償還予定の社債 360 －

未払法人税等 303 491

賞与引当金 178 194

役員賞与引当金 18 36

災害損失引当金 25 －

その他 596 717

流動負債合計 6,509 7,312

固定負債   

社債 1,080 －

繰延税金負債 98 97

退職給付引当金 564 523

資産除去債務 4 4

その他 88 96

固定負債合計 1,834 721

負債合計 8,343 8,033

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,358 3,358

資本剰余金 3,711 3,711

利益剰余金 25,420 20,784

自己株式 △5,916 △694

株主資本合計 26,573 27,159

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 496 580

為替換算調整勘定 △220 △219

その他の包括利益累計額合計 276 360

純資産合計 26,849 27,520

負債純資産合計 35,193 35,554
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 22,301 22,958

売上原価 ※1  15,497 ※1  16,166

売上総利益 6,804 6,791

販売費及び一般管理費 ※2, ※3  5,045 ※2, ※3  4,944

営業利益 1,759 1,847

営業外収益   

受取利息 12 9

受取配当金 23 37

貸倒引当金戻入額 － 9

保険解約返戻金 2 －

スクラップ売却益 53 50

固定資産税還付金 － 41

雑収入 18 19

営業外収益合計 110 169

営業外費用   

支払利息 22 5

売上割引 23 25

為替差損 27 2

社債保証料 9 7

雑損失 0 0

営業外費用合計 82 40

経常利益 1,787 1,975

特別利益   

固定資産売却益 ※4  0 ※4  0

投資有価証券受贈益 8 －

特別利益合計 9 0

特別損失   

固定資産除却損 ※5  10 ※5  16

投資有価証券評価損 37 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2 －

会員権評価損 0 －

解約金 ※6  0 －

災害義援金 － ※7  15

災害による損失 ※8  25 －

特別損失合計 78 31

税金等調整前当期純利益 1,718 1,944

法人税、住民税及び事業税 720 832

法人税等調整額 49 43

法人税等合計 770 876

少数株主損益調整前当期純利益 947 1,067

当期純利益 947 1,067
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 947 1,067

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △18 83

為替換算調整勘定 △111 0

その他の包括利益合計 ※2  △130 ※2  84

包括利益 ※1  817 ※1  1,152

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 817 1,152
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 3,358 3,358

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,358 3,358

資本剰余金   

当期首残高 3,711 3,711

当期変動額   

自己株式の消却 － △5,222

利益剰余金から資本剰余金への振替 － 5,222

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,711 3,711

利益剰余金   

当期首残高 24,893 25,420

当期変動額   

剰余金の配当 △421 △481

当期純利益 947 1,067

利益剰余金から資本剰余金への振替 － △5,222

当期変動額合計 526 △4,635

当期末残高 25,420 20,784

自己株式   

当期首残高 △5,916 △5,916

当期変動額   

自己株式の取得 △0 －

自己株式の消却 － 5,222

当期変動額合計 △0 5,222

当期末残高 △5,916 △694

株主資本合計   

当期首残高 26,046 26,573

当期変動額   

剰余金の配当 △421 △481

当期純利益 947 1,067

自己株式の取得 △0 －

当期変動額合計 526 586

当期末残高 26,573 27,159
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 515 496

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △18 83

当期変動額合計 △18 83

当期末残高 496 580

為替換算調整勘定   

当期首残高 △108 △220

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △111 0

当期変動額合計 △111 0

当期末残高 △220 △219

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 406 276

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △130 84

当期変動額合計 △130 84

当期末残高 276 360

純資産合計   

当期首残高 26,453 26,849

当期変動額   

剰余金の配当 △421 △481

当期純利益 947 1,067

自己株式の取得 △0 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △130 84

当期変動額合計 395 670

当期末残高 26,849 27,520
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 1,718 1,944

減価償却費 708 639

投資有価証券評価損益（△は益） 37 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △90 △40

賞与引当金の増減額（△は減少） △24 15

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3 18

貸倒引当金の増減額（△は減少） 56 △17

災害損失引当金の増減額（△は減少） 25 △25

受取利息及び受取配当金 △36 △47

支払利息 22 5

社債保証料 9 7

為替差損益（△は益） 27 2

売上債権の増減額（△は増加） △463 △152

たな卸資産の増減額（△は増加） 143 △432

仕入債務の増減額（△は減少） 634 846

未払消費税等の増減額（△は減少） △91 5

その他 △68 78

小計 2,606 2,846

利息及び配当金の受取額 39 42

利息の支払額 △21 △5

社債保証料の支払額 △8 △5

法人税等の支払額 △804 △646

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,811 2,231

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） 0 △83

有価証券の取得による支出 △500 －

有価証券の償還による収入 1,000 －

投資有価証券の取得による支出 △736 －

投資有価証券の売却による収入 9 －

有形固定資産の取得による支出 △188 △323

有形固定資産の売却による収入 1 0

無形固定資産の取得による支出 △8 △18

保険積立金の契約による支出 △279 △47

保険積立金の契約解約による収入 139 －

貸付けによる支出 △13 △1

貸付金の回収による収入 6 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △567 △469

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △1,045 －

社債の償還による支出 △560 △1,440

配当金の支払額 △420 △480

自己株式の取得による支出 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,026 △1,921

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △839 △158

現金及び現金同等物の期首残高 10,750 9,910

現金及び現金同等物の期末残高 ※  9,910 ※  9,751
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 該当事項はありません。  

   

  

継続企業の前提に関する注記

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

  
当連結会計年度

(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

１．連結の範囲に関する事項 (1) 連結子会社の数 ２社 

連結子会社の名称 

ＱＳＯインダストリアル株式会社 

前澤給装（南昌）有限公司 

  (2) 非連結子会社の名称等 

ＱＳＯサービス株式会社 

上記非連結子会社は、総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金が、いず

れも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除いて

おります。  

２．持分法の適用に関する事項 持分法適用会社はありません。 

なお、非連結子会社であるＱＳＯサービス株式会社の当期純損益及び利益剰余

金等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、持分法を適

用しておりません。 

３．連結子会社の事業年度等に関す

る事項 

 連結子会社のうち前澤給装（南昌）有限公司については、12月31日が決算日で

あります。 

 連結財務諸表の作成にあたっては、当該会社の決算日の財務諸表を使用してお

りますが、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整

を行なっております。 

 ＱＳＯインダストリアル株式会社の決算日と連結決算日は一致しております。

４．会計処理基準に関する事項   

(1) 重要な資産の評価基準及び評

価方法 

イ．有価証券  

満期保有目的の債券 

償却原価法 

  その他有価証券 

時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

  時価のないもの 

移動平均法に基づく原価法 

  ロ．たな卸資産 

商品・製品・原材料： 

主として月別総平均法に基づく原価法 

 なお、貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定しております。 

  仕掛品： 主としてロット単位の個別法に基づく原価法 

なお、貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定しております。 

(2) 重要な減価償却資産の減価償

却の方法 

イ．有形固定資産 

（当社および国内連結子会社） 

建物：定率法及び定額法 

  その他：定率法 

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の

基準によっております。 

  （在外連結子会社） 

所在地国の会計基準規定に基づく定額法 
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当連結会計年度

(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

  ロ．無形固定資産 

（当社および国内連結子会社） 

定額法 

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によって

おります。また、ソフトウェア（自社利用）については、社内における見込

利用可能期間（５年）による定額法を採用しております。 

  （在外連結子会社）  

所在地国の会計基準規定に基づく定額法 

  ハ．長期前払費用 

定額法 

なお、償却年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によって

おります。 

(3) 重要な引当金の計上基準 イ．貸倒引当金 

売上債権、その他金銭債権の貸倒の損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能

性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

  ロ．賞与引当金 

 従業員に対して将来支給する賞与のうち当連結会計年度の負担額を当連結会

計年度の費用に計上するため設定したものであり、支給見込額に基づいて計上

しております。 

  ハ．役員賞与引当金 

 役員賞与の支出に備えて、当連結会計年度末における支給見込額の当連結会

計年度の期間負担額を計上しております。 

  ニ．退職給付引当金  

 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基づき計上しております。なお、総合設立の厚生年金基

金については、当該年金基金への拠出額を退職給付費用として計上しておりま

す。また、過去勤務債務は、発生連結会計年度の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（５年）による定額法により按分した額を費用処理しておりま

す。数理計算上の差異は、それぞれ発生年度の翌連結会計年度から各連結会計

年度の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法によ

り按分した額を費用処理しております。 

(4) 連結キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の

変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来

する短期投資からなっております。 

(5) その他連結財務諸表作成のた

めの重要な事項 

消費税及び地方消費税（消費税等）の処理方法   

消費税等の会計処理は税抜方式によっております。   
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追加情報

当連結会計年度
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

（法人税率の変更等による影響） 

 「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律

第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」

（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負

債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.2％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４

月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については37.6％に、平成27年４月１日に開始する連

結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.2％となります。この税率変更により、流動繰延税金資

産の金額は９百万円減少、固定繰延税金資産の金額（固定繰延税金負債の金額を控除した金額）は26百万円減少、

および固定繰延税金負債の金額（固定繰延税金資産の金額を控除した金額）は43百万円減少し、法人税等調整額は

35百万円増加しております。 
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※１ 非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。 

  

※２ 担保資産及び担保付債務 

 担保に供している資産は、次のとおりであります。 

   

 ３ 受取手形裏書譲渡高 

  

※４ 連結会計年度末日満期手形 

 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当連結

会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末残高に含まれて

おります。 

  

  

※１ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれており

ます。 

  

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

  

注記事項

（連結貸借対照表関係）

  
前連結会計年度

（平成23年３月31日） 
当連結会計年度

（平成24年３月31日） 

投資有価証券（株式） 百万円 30 百万円 30

  
前連結会計年度

（平成23年３月31日） 
当連結会計年度

（平成24年３月31日） 

税関に対して担保に供している定期預金 百万円 － 百万円 71

  
前連結会計年度

（平成23年３月31日） 
当連結会計年度

（平成24年３月31日） 

受取手形裏書譲渡高  百万円 13 百万円 12

  
前連結会計年度

（平成23年３月31日） 
当連結会計年度

（平成24年３月31日） 

受取手形 百万円 － 百万円 357

支払手形  －  6

（連結損益計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

百万円 98 百万円 82

  
前連結会計年度

（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

運送費 百万円 535 百万円 517

従業員給与手当  1,400  1,412

賞与引当金繰入額  113  124

役員賞与引当金繰入額  18  38

役員退職慰労引当金繰入額  0  －

貸倒引当金繰入額  57  －
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※３ 一般管理費に含まれる研究開発費の総額 

  

※４ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。 

   

※５ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 

  

※６ 解約金の内容は次のとおりであります。 

  

※７ 災害義援金は、東日本大震災の被害に対する義援金として、被災地に寄付をしております。  

   

※８ 災害による損失は、平成23年３月に発生した東日本大震災により被災した資産の原状回復に要する費用等の支出

に備えるために、災害損失引当金繰入額を計上しております。  

  

前連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

百万円 331 百万円 345

前連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

機械装置及び運搬具 百万円 0   百万円 0

前連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

建物及び構築物 百万円 2   百万円 3

機械装置及び運搬具  3    11

その他  3    0

無形固定資産  0    －

計  10    16

前連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

リース解約 百万円 0   百万円 －

前連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

災害義援金 百万円 －   百万円 15

前連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

災害による損失 百万円 25   百万円 －
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前連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

   

当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

  

前連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取りによる増加０千株であります。 

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

  

（連結包括利益計算書関係）

親会社株主に係る包括利益 百万円817

その他有価証券評価差額金 百万円△18

為替換算調整勘定  △111

計  △130

親会社株主に係る包括利益 百万円1,152

その他有価証券評価差額金 百万円83

為替換算調整勘定  0

計  84

（連結株主資本等変動計算書関係）

  
当連結会計年度期
首株式数（千株） 

当連結会計年度増
加株式数（千株） 

当連結会計年度減
少株式数（千株） 

当連結会計年度末
株式数（千株） 

発行済株式         

普通株式  16,005  －  －  16,005

合計  16,005  －  －  16,005

自己株式         

普通株式（注）  3,971  0  －  3,971

合計  3,971  0  －  3,971

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日

平成22年６月28日 

定時株主総会 
普通株式  240  20 平成22年３月31日 平成22年６月29日 

平成22年11月８日 

取締役会 
普通株式  180  15 平成22年９月30日 平成22年12月３日 

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

配当の原資
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日

平成23年６月28日 

定時株主総会 
普通株式  300 利益剰余金  25 平成23年３月31日 平成23年６月29日
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当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）発行済株式と自己株式の普通株式数の減少は、平成23年４月28日に開催した取締役会において、会社法第178条

の規定に基づき自己株式3,505千株を消却することを決議し、同年５月13日付で消却したことによる減少分であり

ます。 
  

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

  

 ※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

  
当連結会計年度期
首株式数（千株） 

当連結会計年度増
加株式数（千株） 

当連結会計年度減
少株式数（千株） 

当連結会計年度末
株式数（千株） 

発行済株式         

普通株式（注）  16,005  －  3,505  12,500

合計  16,005  －  3,505  12,500

自己株式         

普通株式（注）  3,971  －  3,505  465

合計  3,971  －  3,505  465

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日

平成23年６月28日 

定時株主総会 
普通株式  300  25 平成23年３月31日 平成23年６月29日 

平成23年11月７日 

取締役会 
普通株式  180  15 平成23年９月30日 平成23年12月８日 

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

配当の原資
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日

平成24年６月27日 

定時株主総会 
普通株式  240 利益剰余金  20 平成24年３月31日 平成24年６月28日

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
  
  

前連結会計年度
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度
（自  平成23年４月１日 
至  平成24年３月31日） 

現金及び預金勘定 10,104百万円 10,028百万円 

預入期間が３か月を超える定期預金 △193  △276  

現金及び現金同等物 9,910  9,751  
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Ⅰ 前連結会計年度（自 平成22年４月１日  至 平成23年３月31日） 
  

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社の売上構成は、埋設製品、地上製品、商品販売で成り立っていることから、「埋設事業」、「地上事

業」および「商品販売事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「埋設事業」は、道路に敷設されている配水管から分かれて、各家庭に引き込むための水道用給水装置であ

るサドル付分水栓・止水栓・各種継手類、水道メータなどを製造、販売しております。 

 「地上事業」は、宅内での給水給湯配管部材、暖房設備部材およびこれらをユニット化した給水給湯システ

ムなどを製造、販売しております。 

 「商品販売事業」は、製品に関連する仕入商品を販売しております。 
  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

 報告セグメント間の内部売上高または振替高は、市場実勢価格に基づいております。 
  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報  

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社等を含んでおります。

２．調整額の内容は以下のとおりです。 

(1) セグメント利益の調整額△3,751百万円は、セグメント間取引消去11百万円及び各報告セグメントに配分さ

れていない全社費用△3,762百万円であります。各報告セグメントに配分されていない全社費用は、主に提出

会社の配分されていない全社費用であります。 

(2) セグメント資産の調整額19,115百万円は、セグメント間取引消去△1,757百万円及び各報告セグメントに配

分されていない全社資産20,872百万円であります。各報告セグメントに配分されていない全社資産は、主に提

出会社の余資運用資金（現金及び預金）、投資有価証券、管理部門及び研究開発部門等に係る資産並びに保険

積立金等であります。 

(3) 減価償却費の調整額223百万円は、主に管理部門及び研究開発部門等によるものであります。 

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額81百万円は、主に管理部門及び研究開発部門等に係るもの

であります。 

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報

  

報告セグメント
その他
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

連結財務
諸表 
計上額 
（注３）

埋設事業 地上事業
商品販売
事業 

計

売上高                 

外部顧客への売上高  13,389  4,069  4,037  21,497  804  22,301  －  22,301

セグメント間の内部売上高

または振替高 
 3  421  27  453  805  1,258  △1,258  －

計  13,393  4,491  4,065  21,950  1,609  23,560  △1,258  22,301

セグメント利益  3,920  986  407  5,314  195  5,510  △3,751  1,759

セグメント資産  9,790  3,637  1,823  15,250  827  16,078  19,115  35,193

その他の項目    

減価償却費  274  130  －  405  79  484  223  708

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
 107  2  －  110  14  124  81  206
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Ⅱ 当連結会計年度（自 平成23年４月１日  至 平成24年３月31日） 
  

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社の売上構成は、埋設製品、地上製品、商品販売で成り立っていることから、「埋設事業」、「地上事

業」および「商品販売事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「埋設事業」は、道路に敷設されている配水管から分かれて、各家庭に引き込むための水道用給水装置であ

るサドル付分水栓・止水栓・各種継手類、水道メータなどを製造、販売しております。 

 「地上事業」は、宅内での給水給湯配管部材、暖房設備部材およびこれらをユニット化した給水給湯システ

ムなどを製造、販売しております。 

 「商品販売事業」は、製品に関連する仕入商品を販売しております。 
  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

 報告セグメント間の内部売上高または振替高は、市場実勢価格に基づいております。 
  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報  

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社等を含んでおります。

２．調整額の内容は以下のとおりです。 

(1) セグメント利益の調整額△3,790百万円は、セグメント間取引消去２百万円及び各報告セグメントに配分さ

れていない全社費用△3,792百万円であります。各報告セグメントに配分されていない全社費用は、主に提出

会社の配分されていない全社費用であります。 

(2) セグメント資産の調整額18,940百万円は、セグメント間取引消去△1,762百万円及び各報告セグメントに配

分されていない全社資産20,703百万円であります。各報告セグメントに配分されていない全社資産は、主に提

出会社の余資運用資金（現金及び預金）、投資有価証券、管理部門及び研究開発部門等に係る資産並びに保険

積立金等であります。 

(3) 減価償却費の調整額183百万円は、主に管理部門及び研究開発部門等によるものであります。 

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額97百万円は、主に管理部門及び研究開発部門等に係るもの

であります。 

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

  

報告セグメント
その他
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

連結財務
諸表 
計上額 
（注３）

埋設事業 地上事業
商品販売
事業 

計

売上高                 

外部顧客への売上高  13,833  4,173  4,113  22,121  837  22,958  －  22,958

セグメント間の内部売上高

または振替高 
 3  440  24  467  990  1,458  △1,458  －

計  13,836  4,614  4,137  22,588  1,828  24,416  △1,458  22,958

セグメント利益  4,000  971  462  5,433  204  5,637  △3,790  1,847

セグメント資産  10,230  3,818  1,828  15,877  736  16,613  18,940  35,554

その他の項目    

減価償却費  244  133  －  377  78  455  183  639

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
 148  149  －  298  3  301  97  398
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Ⅰ 前連結会計年度（自 平成22年４月１日  至 平成23年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

２．地域ごとの情報 

(1) 売上高 

国内の外部顧客への売上高のみのため、記載を省略しております。 

  

(2) 有形固定資産 

国内に所在する有形固定資産が、連結貸借対照表の有形固定資産額の90％を超えているため、記載を省

略しております。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

特定の顧客への売上高は、連結損益計算書の売上高10％以上でないため、記載を省略しております。  

   

Ⅱ 当連結会計年度（自 平成23年４月１日  至 平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

２．地域ごとの情報 

(1) 売上高 

国内の外部顧客への売上高のみのため、記載を省略しております。 

  

(2) 有形固定資産 

国内に所在する有形固定資産が、連結貸借対照表の有形固定資産額の90％を超えているため、記載を省

略しております。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

特定の顧客への売上高は、連結損益計算書の売上高10％以上でないため、記載を省略しております。  

  

前連結会計年度（自 平成22年４月１日  至 平成23年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自 平成23年４月１日  至 平成24年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

前連結会計年度（自 平成22年４月１日  至 平成23年３月31日） 

該当事項はありません。 

    

当連結会計年度（自 平成23年４月１日  至 平成24年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

前連結会計年度（自 平成22年４月１日  至 平成23年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自 平成23年４月１日  至 平成24年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

ｂ．関連情報

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
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（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

１株当たり純資産額 円 銭2,231 13

１株当たり当期純利益 円 銭78 77

１株当たり純資産額 円 銭2,286 87

１株当たり当期純利益 円 銭88 74

 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、

潜在株式がないため記載しておりません。 

 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、

潜在株式がないため記載しておりません。 

項目 
前連結会計年度

(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当期純利益（百万円）  947  1,067

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  947  1,067

期中平均株式数（株）  12,034,256  12,034,130

（重要な後発事象）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,470 9,333

受取手形 6,354 6,791

売掛金 2,917 2,615

有価証券 － 499

商品及び製品 2,367 2,747

仕掛品 39 45

原材料及び貯蔵品 611 714

前払費用 53 48

繰延税金資産 153 127

その他 102 95

貸倒引当金 △18 △17

流動資産合計 22,050 23,003

固定資産   

有形固定資産   

建物 7,445 7,421

減価償却累計額 △4,740 △4,891

建物（純額） 2,704 2,530

構築物 262 262

減価償却累計額 △234 △239

構築物（純額） 28 23

機械及び装置 6,930 7,030

減価償却累計額 △6,203 △6,291

機械及び装置（純額） 727 738

車輌及び運搬具 13 13

減価償却累計額 △13 △13

車輌及び運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 2,704 2,756

減価償却累計額 △2,560 △2,615

工具、器具及び備品（純額） 143 140

土地 4,892 4,892

建設仮勘定 3 2

有形固定資産合計 8,500 8,328

無形固定資産   

ソフトウエア 50 41

その他 1 1

無形固定資産合計 51 42
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 2,018 1,584

関係会社株式 36 36

関係会社出資金 1,500 1,500

従業員長期貸付金 17 15

破産更生債権等 53 43

長期前払費用 1 11

保険積立金 979 1,025

その他 146 144

貸倒引当金 △66 △48

投資その他の資産合計 4,686 4,312

固定資産合計 13,238 12,683

資産合計 35,289 35,686

負債の部   

流動負債   

支払手形 98 81

買掛金 4,932 5,837

1年内償還予定の社債 360 －

未払金 493 568

未払費用 54 80

未払法人税等 279 479

預り金 16 35

前受収益 0 0

賞与引当金 174 190

役員賞与引当金 18 36

災害損失引当金 25 －

流動負債合計 6,455 7,310

固定負債   

社債 1,080 －

繰延税金負債 98 97

退職給付引当金 558 516

資産除去債務 4 4

その他 64 73

固定負債合計 1,805 691

負債合計 8,261 8,001
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,358 3,358

資本剰余金   

資本準備金 3,711 3,711

その他資本剰余金 － －

資本剰余金合計 3,711 3,711

利益剰余金   

利益準備金 839 839

その他利益剰余金   

別途積立金 21,000 18,000

繰越利益剰余金 3,537 1,887

利益剰余金合計 25,377 20,727

自己株式 △5,916 △694

株主資本合計 26,530 27,103

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 497 581

評価・換算差額等合計 497 581

純資産合計 27,027 27,684

負債純資産合計 35,289 35,686

前澤給装工業㈱（6485）平成24年３月期　決算短信

－ 27 －



（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高   

製品売上高 17,885 18,450

商品売上高 4,065 4,137

売上高合計 21,950 22,588

売上原価   

製品及び商品期首たな卸高 2,399 2,145

当期製品製造原価 11,748 12,958

当期商品仕入高 3,431 3,465

合計 17,579 18,568

製品及び商品期末たな卸高 2,145 2,485

他勘定振替高 72 76

売上原価合計 15,361 16,007

売上総利益 6,589 6,581

販売費及び一般管理費   

販売費 3,472 3,356

一般管理費 1,412 1,420

販売費及び一般管理費合計 4,885 4,777

営業利益 1,703 1,804

営業外収益   

受取利息 1 1

有価証券利息 5 0

受取配当金 22 41

貸倒引当金戻入額 － 11

保険解約返戻金 2 －

スクラップ売却益 53 50

固定資産税還付金 － 41

雑収入 17 17

営業外収益合計 103 164

営業外費用   

支払利息 13 0

社債利息 8 5

売上割引 23 25

社債保証料 9 7

雑損失 0 －

営業外費用合計 55 38

経常利益 1,752 1,930

特別利益   

固定資産売却益 － 0

投資有価証券受贈益 8 －

特別利益合計 8 0
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

特別損失   

固定資産除却損 9 16

投資有価証券評価損 37 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2 －

会員権評価損 0 －

解約金 0 －

災害義援金 － 15

災害による損失 25 －

特別損失合計 77 31

税引前当期純利益 1,683 1,899

法人税、住民税及び事業税 683 802

法人税等調整額 50 42

法人税等合計 733 844

当期純利益 950 1,054
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 3,358 3,358

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,358 3,358

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 3,711 3,711

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,711 3,711

その他資本剰余金   

当期首残高 － －

当期変動額   

自己株式の消却 － △5,222

利益剰余金から資本剰余金への振替 － 5,222

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

資本剰余金合計   

当期首残高 3,711 3,711

当期変動額   

自己株式の消却 － △5,222

利益剰余金から資本剰余金への振替 － 5,222

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,711 3,711

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 839 839

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 839 839

その他利益剰余金   

別途積立金   

当期首残高 20,000 21,000

当期変動額   

別途積立金の積立 1,000 －

別途積立金の取崩 － △3,000

当期変動額合計 1,000 △3,000

当期末残高 21,000 18,000
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

繰越利益剰余金   

当期首残高 4,008 3,537

当期変動額   

別途積立金の積立 △1,000 －

別途積立金の取崩 － 3,000

剰余金の配当 △421 △481

当期純利益 950 1,054

利益剰余金から資本剰余金への振替 － △5,222

当期変動額合計 △470 △1,649

当期末残高 3,537 1,887

利益剰余金合計   

当期首残高 24,847 25,377

当期変動額   

剰余金の配当 △421 △481

当期純利益 950 1,054

利益剰余金から資本剰余金への振替 － △5,222

当期変動額合計 529 △4,649

当期末残高 25,377 20,727

自己株式   

当期首残高 △5,916 △5,916

当期変動額   

自己株式の取得 △0 －

自己株式の消却 － 5,222

当期変動額合計 △0 5,222

当期末残高 △5,916 △694

株主資本合計   

当期首残高 26,001 26,530

当期変動額   

剰余金の配当 △421 △481

当期純利益 950 1,054

自己株式の取得 △0 －

当期変動額合計 528 573

当期末残高 26,530 27,103

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 515 497

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △18 83

当期変動額合計 △18 83

当期末残高 497 581
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

評価・換算差額等合計   

当期首残高 515 497

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △18 83

当期変動額合計 △18 83

当期末残高 497 581

純資産合計   

当期首残高 26,517 27,027

当期変動額   

剰余金の配当 △421 △481

当期純利益 950 1,054

自己株式の取得 △0 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △18 83

当期変動額合計 510 657

当期末残高 27,027 27,684

前澤給装工業㈱（6485）平成24年３月期　決算短信

－ 32 －



(1) 役員の異動 

 同日開示致しました「役員人事および組織変更に関するお知らせ」をご参照ください。  

(2) その他 

該当事項はありません。 

６．その他
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